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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：15　〈食　事〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱

� ……それでこそロータリー

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．会長挨拶並びに会長報告

	 ７．幹事報告

	 ８．出席報告

	 ９．委員会報告

	 10．ニコニコボックス報告

	 11．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（８／28）……

	 　　クラブフォーラム（出席委員会）

	 　　通年皆出席者および前年度皆出席者表彰

	 　（９／４）……

	 　　クラブフォーラム（雑誌委員会）

	 　　卓話　「ロータリーの友について」

	 　　講師　雑誌委員長　加藤大志朗  会員

２．クラブフォーラム………〈会員増強委員会〉

　13：00	 卓話　「刈谷 RC の10年後に向けて」

	 講師　地区会員増強委員会

	 　　　副委員長　木所　壮太  様（豊橋東 RC）

（紹介者　關　　淳之  会員）

	 12．謝　辞

	 13．点　鐘……〈会　長〉

	 14．閉会宣言

　13：30　15．散　会

出 席

会員総数　96名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　88名

欠　席　８名　　出席率　90.09％

前々回（７／31）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）RI ロータリー財団より、マルチプルポールハリ

スフェロー４回目のバッチを深谷嘉英会員に、２回

目のバッチを小川耕示会員に、１回目のバッチを關

淳之会員に届いております。

深谷　嘉英  会員

小川　耕示  会員
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關　　淳之  会員

２）太田保会員に米山記念奨学会からの感謝状をお渡

しします。

太田　　保  会員

幹 事 報 告

１）８月のロータリーレートは１ドル141円となりました。

２）ロータリー日本財団より確定申告用寄附金領収書

が届いております。

委 員 会 報 告

●社会奉仕委員会

　秋田豪雨災害義援金のお願いです。義援金ボックス

をまわしますので、よろしくお願いします。

会 長 あ い さ つ
加藤　英樹

　お盆は有意義に過ごされましたか？

　台風が襲来したので予定変更を余

儀なくされた方もいたかもしれませ

んが、コロナ明けで久しぶりにいろ

いろな方との出会いもあったかと思

います。

　また、先週末は刈谷わんさか祭り

でした。コロナ前と変わらず盛大に開催され、刈谷ロー

タリークラブとしてもスターマインの協賛をさせて頂き

ました。多くの方に日本の美しい花火を楽しんで頂けた

と思います。いろいろなことがコロナ前の状況に戻りつ

つあります。

　さて、今月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」です。

　ロータリー活動を続けていく上で会員増強は大変重要

なポイントです。広くロータリー精神を理解して頂くた

めには多くの対外的な活動をしなければなりません。そ

の活動を持続していくためにも活力ある会員で構成され

たロータリーでなければなりません。そして、そんな活

動を共に行っていく多様性に富んだ新会員に入会して頂

くためには、健全なクラブでなければなりません。

　では、刈谷ロータリークラブの現状はどのようになっ

ているでしょう。

　年齢構成的には40歳代から50歳代までの会員は37.5％。

60歳代から70歳代までの会員は48.3％。80歳代から90歳

代までの会員は13.9％となっており、最年長は池田憲司

会員の95歳。最年少は岡本知樹会員の41歳となっており

ます。アクティブに活動できる年齢層が厚いので問題な

いように思いますが、もう少し40歳代の会員を増やして

次世代を育てていくべきだと感じます。

　在籍年数を見てみますと、ベテランである40年以上の方

が10名。中堅と言われる10年以上20年以下の方が29名。６

年以下の方が29名とやや経験年数の少ない会員が30％を占

めています。コロナ禍の３年間は以前のような活動ができて

いなかった事を考えると、今後の活動に是非積極的に参加

して頂き、ロータリー精神を理解して頂き、ロータリー活動

を楽しんで、そして学んで頂きたいと思います。

　職業分類的にみてみるとどうでしょう。やはり土地柄

を反映して製造業の方が多く特に自動車関係の方が多く

なっております。多様性の観点から見ても、もう少しサー

ビス業等に関わる方が多く入会して頂き、クラブ内の活

性化を計っていくべきだと思います。

　そして、70年の歴史を持つ刈谷ロータリークラブです

ので、私もそうですが祖父の正平、父の英二、私と３代

にわたって入会されている方もいます。現在でも野村家、

内藤家、神谷家、盛田家、岡本家、加藤家と６組の親子

会員もいらっしゃいます。

　日ごろから派閥もなく皆さん分け隔てなく交流してい

るからこそ寛容性の高いクラブとなっており、私達のよ

うな親子会員も入会しやすいのだと思っております。

　ただ、最近の２代目、３代目はＢモーターや、Ｙ養蜂

場のような問題を起こしているので、特に僕も気をつけ

なければいけないなあと思っていますが…。

　もう一つ刈谷ロータリーで特徴あることは退会者が少

ないことです。

　これも先に述べた寛容性や多様性のなせる業であると

思います。

　100％出席を長年続けているため、入会するときから厳

しくお話してから勧誘しますし、入会にあたっては「私た

ちの刈谷ロータリークラブ」という素晴らしい冊子を頂け

ます。1992年に初版が出てから約30年、12回の改訂版を

発行しています。本当に先輩方には感謝しかありません。

　今後もこの歴史と伝統を大切にしてロータリー活動を

続けていきたいと思います。

　以上を踏まえると、刈谷ロータリークラブは健全に運

営されているクラブだと分かります。

　今後多様性ある新会員を迎えても問題のないクラブだ

と思っております。

　さて、本日は地区会員増強委員会の木所副委員長の卓

話となります。いろいろ学ばせて頂き、今後のクラブ運

営に活用したいと思います。

　よろしくお願い致します。
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クラブフォーラム

卓話「刈谷RCの10年後に向けて」

講師　地区会員増強委員会　副委員長　木所　壮太  様

　　　　　　


